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1. 次の確率分布の平均を求めよ.

(1) ポアッソン分布 p(λ) ：確率関数 f(x) = e−λ λx

x!
(x = 0, 1, 2, . . .)

(2) 指数分布 Ex(λ) ：確率密度関数 f(x) = λe−λx (x ≥ 0)

2. (X, Y ) は, 3項分布 M3(n, (p1, p2)) に従う離散型確率変数であるとする. このとき,

E(X − Y ) を求めよ.

M3(n, (p1, p2)) の確率関数は

fX,Y (x, y) =
n!

x!y!(1− x− y)!
px1p

y
2(1− p1 − p2)

n−x−y

(x = 0, 1, . . . , n; y = 0, 1, . . . , n; x+ y ≤ n)

3. X, Y を独立な連続型確率変数とする. X, Y の確率密度関数をそれぞれ f(x), g(y)と
おく. このとき, 和Z = X + Y の確率密度関数 h(z)は

h(z) =

∫ ∞

−∞
f(x)g(z − x) dx

であることを示せ.

4. X を確率変数, A,B をボレル集合とするとき, E{1A(X) 1B(X)} = P(X ∈ A ∩ B) で
あることを示せ.

ただし, 任意の集合 C に対して 1C(x) = 1 (x ∈ C), 0 (x /∈ C), すなわち, C の定義関
数である.

(ヒント : 確率変数 Y = 1A(X)1B(X) の確率関数を考える.)


